
 

 

 

 

 

 

「まとめの３学期に」 

              校長 堀越 成夫 

あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。 

中学生は子どもと大人のはざ間で、いかに生きていくことが大切なことなの

かを考える時機で、大いに悩む時」です。皆さんは 13～15 歳です。人は 5 歳

でその人なりの基礎ができると言われています。10 歳は小学校 4 年生、15 歳

は中学 3年生、数年前からは 18 歳で成人となりました。（ですから、これまで

「成人式」と呼ばれていた式典が、「２０歳(はたち)の集い」とか「２０歳(は

たち)を祝う会」などに名称が変更になっています。） 

日本の法律の中の民法が改正され、約 140 年ぶりに成年の定義が見直され

ました。これまで「子ども」という目で見られていた 18 歳が、立派な「大人」

として社会から認知されることになるわけです。様々な事柄が、自分自身の判

断でできるようになります。反面、成人に課せられた責任も増してきます。し

っかりと心の準備をしておかないと不利益を招くことも心配されます。 

実際には何歳になっても考え方が大人になり切れない人も社会には存在し

ます。反対に子どもでも大人以上に立派な考え方や行いをする人もたくさんい

ます。大人になっても童心を忘れずに小さな感動を大切にできる人もいるし、

歳を重ねてもアグレッシブで進取の気性に富んだ人もいます。法律では年齢で

成人が定義されていますが、いったい何が子どもで何が大人なのでしょうか？

その境目とはどこにあるのでしょうか？  

「『大人とは～である』ではなく、『大人とは～であるべきである』」、『大人

とは集団の中で当該年齢過ぎの人間が目指すべきものであって、獲得すべき諸

条件の総称である。』」と SNS の中に眼に留まる記載がありました。 

私の考える大人像として、 

○ 人間尊重の精神を大切にし、他人や自然を愛することのできる心の大 

きな人 

○ 常に目標を定め、前向きに自ら取り組み、他者と協力できる思いや 

      

りのある大きな人 

○ 明るく他人に接し、約束を守り、責任をもって確実にその役割を果 

たす心の大きな人 

こんな感じでしょうか。皆さんの大人に対するイメージはいかがでしょ 

うか。 

「凡事徹底」という言葉があります。特別なことではなく、ごく平凡なこ 

とを徹底してやり抜くという意味です。つまり、物事を成し遂げるには、当 

たり前のことを当たり前にできるか、徹底してできるかにかかっているとい 

うことです。あいさつ、時間を守る、身のまわりの整理整頓、清掃など、当 

たり前のことが当たり前にできる「南中生」であってほしいと思っています。 

３学期はこれまでの学習のまとめの学期となります。できたこと、わかっ 

たことは自信につなげ、努力が必要な内容はさらに努めて納得のいくところ 

まで学習を進めてください。人の成長というものは自分と真摯（しんし）に 

向き合い、勇気をもって行動できるか否かにかかっていると思います。皆さ 

んの一日一日の努力が皆さんを素敵な大人へ導いてくれることでしょう。そ 

して、進学、進級につなげられる 3学期にして 

いきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒一人一人のよさを見極め、称賛し、夢と希望を育む学校 

南中だより１月号 
羽生市立南中学校 

令和７年 １月 ７日発行 
 

日 曜日 予   定 日 曜日 予   定 

８ 水 始業式（部活動中止） 20 月  

９ 木 特別日課（4時間） 21 火  

10 金 
給食・清掃開始 

生徒会専門委員会 

22 水  

23 木 5 時間授業 

11 土  24 金  

12 日  25 土  

13 月 成人の日 26 日  

14 火  27 月  

15 水 スキー学校（1年） 28 火  

16 木 スキー学校（1年） 29 水 生徒会専門委員会 

17 金 スキー学校（1年） 30 木  

18 土  31 金 新入生入学説明会 

19 日  

 自己啓発の日：8日、17 日、20 日、29 日  下校指導：8日、17 日 


